
改善計画

7月 1月末

○授業改善による学力の
定着・向上

・発問の精選
　①主要発問の設定
　②簡潔な問い
　③多様な考えを出させる問い

・協働的な学びの場の設定

○国・算の単元末平均点
　　低学年９０点以上
　　中学年８５点以上
　　高学年８０点以上

〇発問（３観点）について，「意識
して授業を行っている」と答える教
師の割合
　４段階評価で３段階以上　８５％以上

○「授業が分かる」と答える児童の
割合
　授業に関する児童アンケート　８５％
以上
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○国語・算数の単元末テスト平均点は，低中高いずれも目標値・
達成度100％を上回ったことから，個々に付けたい学力を概ね定
着させることはできたと捉える。しかし，単元によっては達成値
ぎりぎりのところもあり，復習を丁寧に行う必要がある内容もあ
る。課題を基に，児童の確かな学力を育成するべく今後も日頃の
授業や復習に力を入れていく。具体的には，国語では授業での音
読や辞典の活用，算数では基礎計算練習に力を入れていく。
○発問についての教師アンケートは，全教師が４段階評価で３段
階以上と答え，目標値・達成度１００％を上回ることができた。
下記の児童アンケート「『授業が分かる』と答えた児童」の結果
もふまえて，発問についてより精度を挙げていけるよう意識を高
めていく。
○授業に関する児童アンケートでは，目標値・達成度１００％を
上回り，多くの児童にとって学びやすく分かりやすい授業を展開
することができたたと捉える。上記の「発問を意識した授業づく
り」と同時に，児童が協働して学べる場を設定していくことに継
続して取り組み，達成値100%を目指し，授業改善・学力の定
着・向上を図る。

○生活科・総合的な学習
の時間の各単元でつけた
い力（資質・能力）の明
確化

・ふりかえりシートの活用

○つけたい力（６項目）の振り返り
シートで，「力がついた」と答える
児童の割合
　４段階評価で３段階以上　８５％以上
　（学期末）

85% 96% 113% A

○御調中学校区におけるつけたい力（知識技能，表現力，主体
性）について各2項目ずつ児童アンケートを実施し，全項目肯定
的評価が90%以上で肯定的評価平均が95.7%となり，目標値・
達成度１００％を上回った。１学期の学習で児童が意欲的に取り
組み「力が付いた」と意識している点は大事にし，2学期以降の
授業でも付けたい力を意識した授業を実施し，付けたい力の定着
に向けて取り組んでいく。

○学級や学校内で役割を
持たせ, 協働して活動す
る機会の設定
・１～３年　係活動等
・４年　　　委員会活動等
・５～６年　委員会クラブ活動,
　　　　　　縦割り活動, 学校行事等

○自分の活動がみんなの生活に役
立っていると実感できる児童の割
合
　肯定的評価90％以上

90% 94% 104% A

〇自分の活動がみんなの生活に役立っていると実感できる児童の
肯定的評価は，目標値・達成度１００％を上回り，多くの児童が
自己有用感を持つことができた。２学期は行事が多いので，行事
を活用し，発達段階に応じて，学校や地域での人とのかかわりを
充実させることを通して，自己有用感をしっかり味わわせてい
く。

○体育の授業や体育集
会，外遊び等で運動に親
しむ態度の育成

○「みんなと関わりながら運動す
ることが楽しい」と答える児童の
割合
　肯定的評価90％以上

90% 99% 110% A

〇体育の授業や体育集会では，同学年や他学年の友達とかかわり
ながら運動する場を設定したり，体育委員を中心に休憩時間の外
遊びを促す放送をしたりした。その結果，児童アンケートでは，
９9％の児童が「みんなと関わりながら運動することが楽しい」
と回答した。2学期以降，児童が意欲的に取り組み「運動するこ
とは楽しい」と意識している点を大事にして，体育集会や，体育
の授業で児童同士が関わりをもつことができる運動をより一層工
夫し，取り組んでいく。

　

○西小の「地域が好き」はよ
く伝わってくる。全保護者が
肯定的なのはすばらしい。
○「地域が好き」と回答した
児童が多いことは取組の成果
である。今後の取組を期待す
る。
○保護者をどのように取り入
れているのかを教えてほし
い。
○学習と情報発信、どちらも
効果的に行っている。
○現状を継続できるようにし
てほしい。
○「地域が好き」と答える児
童の目標が100％でも良いと
思う。
●地域との関わりを深めるた
め、先生から児童へもっと発
信してほしい。

〇今後も保護者や地域と連携し，
地域力を生かした教育活動を行っ
ていく。保護者や地域からいただ
いた意見を基に，教育活動をブ
ラッシュアップしていく。
〇情報発信は引き続き通信やホー
ムページでこまめに行っていく。

【外部評価】　　イ：自己評価は適正である。
                     ロ：自己評価は適正でない。
                     ハ：わからない。
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〇全学年，生活科や総合的な学習の時間, 行事等において，地域の
方々とのかかわり，考え方や生き方にふれながら学習してきた。
その結果，児童アンケートでは，９８％の児童が「地域が好き」
と回答し，目標値・達成度を上回った。地域の方々のご協力によ
り有意義な教育活動を行うことができ，そのおかげでほとんどの
児童が地域に愛情を持つことができている。今後も地域の方々と
のかかわりを大切にした教育活動を行っていく。

○地域を生かした教育活動については，全保護者が肯定的回答を
くださった。いただいた意見を基に，地域とかかわる行事や学習
活動を継続し，ブラッシュアップを図り，質の向上を目指す。

8

地
域
と
共
に
歩
む
学
校

ふるさと
御調に愛
着を持
ち，未来
の担い手
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〇地域のよさを生かし，
地域への愛情を育む教育
活動の充実

・地域のよさを生かした学習
の充実
・積極的に情報発信（通信や
H.P，公共施設等との連携）

〇つけたい力の振り返りシート
で，「地域が好き」と答える児童
の割合　９５％以上
（学期末）
　
〇保護者アンケートで「地域のよ
さを生かした学習や行事を行って
いる」と答える保護者の割合　９
５％以上
（学期末）

○「目標達成のための方策」
「評価の指標」「課題」が明
確で分かりやすい。
○児童・教師のアンケートか
ら評価しているのは良い。
○素晴らしいです。わずかな
理解不足を見逃すことの無い
ようにお願いします。
○全学年振り返りシートで自
己評価し、学習の定着を児
童・教師が自覚することは大
事なので、続けてほしい。
○細かに段階的に評価指数が
設定してあり、結果も適正で
ある。
○つけたい力を意識して授業
をされている点が良く分か
る。
○発問についての授業スキル
が向上されたことで、「授業
が分かる」児童が目標値を上
回ることにつながっている。
○児童の興味がわくような授
業が展開されていると感じ
る。
●児童アンケートも良いが、
先生から見て、どう思うか。
授業に関する教師アンケート
を配布して、出来ているかど
うかを確認してみてはどう
か。
●アンケートの中身が分かる
と、コメントしやすい。

○今後も引き続き，分かりやすい
授業を目指し，また，復習を丁寧
に行うことを継続していく。
○教師が発問についての意識を再
度統一し，引き続き意識して授業
を行っていく。
○ふりかえりシート等での児童ア
ンケートの結果をしっかりと受け
止め，また，教師から見ての様子
も踏まえて授業改善につなげてい
く。
○学期ごとにつけたい力に関わる
アンケートを継続して行うと共
に，教師から見た児童の様子によ
り授業を通して力がつくよう取り
組んでいく。
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○どちらも評価が目標値
に達していて素晴らし
い。
○体育の授業・体育集
会・外遊びの取組で、友
達と関わり・運動の楽し
さが達成値に出ている。
○学年に応じた達成のた
めの方策が具体的であ
り、実感できる児童が多
いと感じた。
○授業や行事だけでな
く、体育集会を定期的に
行っているのは良い。
○上級生になるにつれ、
リーダーとしての自覚が
出てきている。
○誰かの役に立つ行動
も、みんなと積極的に関
わっている。

○引き続き，児童に対する肯定的
評価を意識的に行っていく。ま
た，2学期は，運動会，学習発表会
などの行事の際，高学年を中心
に，役割・責任をもたせて，やり
切らせる指導をしていく。その姿
を中･低学年の児童に見せること
で，西小学校の一員としての自覚
を促していく。
〇引き続き，目標値達成を維持す
るために，体育集会の内容の充実
と体育委員を中心に休憩時間の外
遊びを促す放送をすることを継続
していく。
○学期ごとにつけたい力に関わる
アンケートを継続して行うと共
に，体育集会だけでなく，体育の
授業でも児童同士が関わりをもつ
ことができる運動をより一層工夫
し，取り組んでいく。
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k 二次評価

l コメント m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f
目
標
値

h
達
成
度

i
評
価

j 結果と課題の説明

【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

令和5年度　学校評価表
学校教育目標   確かな力で未来を拓く教育の創造

a ミッション
地域の教育力を生かした
御調プライドを醸成する教育の推進

ａビジョン
　夢ひろがる地域の学校
　　　・明日も行きたい学校　・会いたい友達や先生　・受けたい授業

尾道市立御調西小学校

評価計画

様式1


